
教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末
の活用

はばプラⅡ 生活科 「であう」過程の基本的な流れ 個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

１ 人 １ 台 端 末 の 活 用

＜留意事項＞
※資料等については、低学
年の発達の特性を踏まえて
準備する。

＜児童が学習対象に興味・関心をもてるためのICT活用＞
・児童のこれまでの生活経験や学び、日頃の児童の遊びや生
活の様子を基に、学習対象に関連するものや写真などの資
料を提示する。

＜例＞
・幼稚園等で親しんできた遊びや自然物を使った製作物
・児童が住んでいる地域の公園や店 など

〇教師用端末で学習状況を把
握する。

【個々の気付きを全体で共有】
○大型提示装置や端末を活用し、
児童が学習対象について見付
けたことや考えたこと、今後
やってみたいことを出し合い、
共有する。

○共通点や相違点を分類・整理し、
キーワードを考える。

→児童の気付きのキーワードを基
に、単元の課題の設定につな
げる。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

【表現】
○学習対象との関わる中で見付け
たことや気付いたことを、写真や
動画で記録したり、文章作成ソフ
ト等で入力したりし、電子ファイ
ルに保存する。

○本時の学習対象に関連する
資料を大型提示装置等で提
示する。

【学習データの蓄積】
○教師用端末に送信する。
→学習過程で提示することで、自
分の気付きを自覚することがで
きるとともに学習対象への興味・
関心を高めることができる。

○教師用端末に送信された児
童が考えた気付きのキー
ワードを大型提示装置等に
表示する。

○児童の気付きのキーワード
を基に見出された単元の課
題を大型提示装置等に表示
する。

【表現】
○文章作成ソフト等で、個々の振り
返りを入力、電子ファイルへ保存
する。

【学習データの蓄積】
○教師用端末等に個々の振り返り
を送信する。

→次時の学習への見通しを明確に
もつことができる。

→自己の学びの確認ができる。

＜ＩＣＴ活用の視点＞
児童が、課題の解決に向け、
身近な生活に関わる見方・考え
方を生かしたり、教師が児童の
学びに即した効果的な支援がで
きたりするなど、深い学びが展
開されるようにすることが大切で
す。

○教師用端末に送信された
個々の振り返りを大型提示
装置等で紹介し、共有する。



教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末
の活用

はばプラⅡ 生活科 「はたらきかける」過程の基本的な流れ 個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

１ 人 １ 台 端 末 の 活 用

＜例＞
・学校にある施設の写真
・自分たちがお世話に
なっているお店や人の写真

など

〇教師用端末で学習状況を把
握する。

【発表・共有】
○大型提示装置等で、児童が気
付いたことや考えたことを発表
し合い、共有する。

→児童一人一人の気付きや考え
を共有し、互いの共通点や相違
点に気付き、考えを広げたり、
意欲を高めたりすることができ
る。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

○大型提示装置等で、前時の
学習を想起できる具体物等や
振り返りを提示する。

○教師用端末に送信された児
童の気付きを大型提示装置
等に表示する。

【表現】
○文章作成ソフト等で、個々の振り
返りを入力、電子ファイルへ保存
する。

【学習データの蓄積】
○教師用端末等に個々の振り返り
を送信する。

→次時の学習への見通しを明確に
もつことができる。

→自己の学びの確認ができる。

○教師用端末に送信された
個々の振り返りを大型提示
装置等で紹介し、共有する。

【学習データの再生】
○電子ファイルにある前時までの
学習内容・振り返りを確認する。

→学習状況の把握や本時の学習
の見通しをもてる。

【調査活動】
○インターネットやデジタル教材を
を用いて情報を収集する。

○学習者用端末の写真機能や録
画機能をや動画等使い、観察に
おける写真を記録する。

→細かな観察情報から新たな気
付きへつなげたり、必要な情報
を主体的に収集・判断する力を
身に付けられる。

＜例＞
・町探検で地域のお店や公
園等を訪問したり利用した
り、そこで働く人々や利用
する人々にインタビューす
る際に、デジタルカメラや
学習者用端末を活用して
興味や関心を抱いたことを
撮影する。

【表現】
○端末等を用いて撮影した写真等
に、気付いたことや考えたことを
学習者用端末上に文字で書き込
む。

〇教師用端末等に送信する。
→児童が気付きを自覚することが
できる。

→児童の気付いたことが伝わりや
すくなる。

＜例＞
・町のイメージを広げたり、新
たな探検への意欲を高めた
りすることができる。

https://youtu.be/odES8_9CTFQ
https://youtu.be/odES8_9CTFQ?t=20


教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末
の活用

はばプラⅡ 生活科 「ふりかえる」過程の基本的な流れ 個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

１ 人 １ 台 端 末 の 活 用

〇教師用端末で学習状況を把
握する。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

【思考を深める学習】
○電子ファイルから、これまでに
作った物等や活動の様子、振り
返りの記録を呼び出し、繰り返し
確認する。

→自分の言葉やつぶやき、動きを
客観的に捉えることができる。

【表現・制作】
○端末等を活用して、自分が蓄積し
た写真や動画をつなげたり、自分
の思いや考えを文章で入力したり
してプレゼ ンを作成する。

〇教師用端末に送信する。
→自分の気付きを自覚したり、考え
を深めたり、新たな考えを生み出
したりすることができる。

○教師用端末に送信された児
童が考えた気付きのキー
ワードを大型提示装置等に
表示する。

【表現】
○文章作成ソフト等で、単元を通し
ての個々の振り返りを入力、電子
ファイルへ保存する。

【学習データの蓄積】
○教師用端末等に個々の振り返り
を送信する。

→単元全体を通しての自分の成長
やよさなどについての気付きを確
認できるとともに、次の学習への
意欲の向上が図れる。

○教師用端末に送信された
個々の振り返りを大型提示
装置等で紹介し、共有する。

【学習データの再生】
○電子ファイルにある前時までの
学習内容・振り返りを確認する。

→学習状況の把握や本時の学習
の見通しをもてる。

○大型提示装置等で、これまで
の活動で作ったものや活動
中の写真や動画、前時の振
り返りを提示する。

＜例＞
・園児等を招待して遊びを
紹介し 一緒に楽しむ活動
の様子を動画で提示する。

など

【発表・共有】
○大型提示装置等で、児童が作
成したプレゼンを発表し合い、
共有する。

→児童の気付きや考えを共有し、
互いの共通点や相違点に気付
き、考えを広げたり、関連付け
たりすることができる。

＜例＞
・自分で作った動くおもちゃのよ
さや動き方などをまとめたもの

など

【協働制作】
○端末等を活用して、自分たちが
蓄積した写真や動画をつなげ
たり、自分たちの思いや考えを
文章で入力したりしてプレゼン
を作成する。

〇教師用端末に送信する。
→自分の気付きを自覚したりや考
えを深めたり、新たな考えを生
み出したりすることができる。

＜例＞
・町探検でお世話になった方
への ビデオメッセージ など

＜留意事項＞
※プレゼン作成については、
単元によって、個人、また
はグループで作成となる。


